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要 旨 二大豆 にお けるア レル ゲ ンを詳細 に検索 し,16種 類 のア レル ゲ ンを見 出した。 この うち,Gly m Bd 30

K,Gly m Bd 68 Kお よ びGly m Bd 28 Kが 大 豆 にお ける主要 なアレルゲ ンで ある ことを明 らか にす る とと

もに,Gly m Bd 30 Kは34-kDa oil-body-associated protein,Gly m Bd 68 Kは β-conglycininの α-

subunitで あ る と同定 した。Gly m Bd 28 Kは 未 同定 のアスパ ラギ ン結合型糖 タンパ ク質 で ある ことを明 ら

か にした。 さらに,こ れ らの選択 的 な定量方法 を確 立 して伝 統的 な発酵 大豆食品が低 ア レルゲ ン化 され た食

品で ある こ とな らび に溶媒法 に よ り容易 に主要 ア レル ゲ ンを除去 しうるこ とを明 らかに した。一 方,小 麦 に

お いては,15種 類 の アレルゲ ンを見 いだ した。 この うち,27-,31-と37kDaの タ ンパ ク質成分 が主要 なア

レルゲ ンで ある ことな らびにTri a Bd 17 Kは す で に同定 され てい るアスパ ラギ ン結合 型糖鎖 を有す る α-

amylase inhibitor CM 16とCM 17で あ る ことを明 らか に した。 また,本 研究過程 で,Gly m Bd 28 Kと

Tri a Bd 17 Kの 糖 鎖 が患者血清 中 のIgE抗 体 と特異 的 に反応 す るとい う興味深 い現 象 を見 出 した。

キーワー ド:大 豆アレルゲン,小 麦アレルゲン,ア スパラギン結合型糖鎖,サ ンドイッチELISA,低 アレ

ルゲン化

従来,わ が国における主要なアレルギー食品は卵,牛

乳,大 豆であったが,平 成10年 度の厚生省食物ア レル

ギー対策検討委員会による全国医療機関に対するアレル

ギー原因食品の調査結果 によると,原 因食品の検出頻度

は卵,牛 乳,小 麦,ソ バ,カ ニ,ピ ーナッツの順である

ことが明 らかになった1)。食物 アレルギー患者に対する

治療法 としては最終的には除去食 に頼 らざるを得ないの

が現状である。 しか しなが ら,上 述 のように,ア レル

ギー食品はいずれ も重要なタンパ ク質の給源である。 し

たがって,食 物アレルギー患者が健全な食生活 を営むた

めには,食 物 におけるアレルギーの原因物質(ア レルゲ

ン)の 究明は避けて通れない課題である。

これ までに,動 物性食品および植物性食品におけるア

レルゲンは数多 く見いだされ,現 在 も,次 々に発見され

ている。動物性食品におけるアレルゲンは卵,牛 乳を除

けば一般 にその数は少ない。一方,植 物性食品において

見いだされたアレルゲンの数は多 く,き わめて複雑であ

る。 しかし,近 年ラテックス ・フルーツシンドロームな

どの研究 を通 して,植 物性ア レルゲ ンは整理され,グ

ループ化 される傾向にある2)3)。すなわ ち,植 物 は,外

部環境が悪化 したとき自らを防衛するために生体防御タ

ンパク質 を産生するが,植 物 において見いだされたアレ

ルゲンの多 くはこの生体防御タンパク質に関連 し,と り

わけ,農 作物でよ く研究 されている14種 類 の感染特異

的 な(pathogenesis-related,PR)タ ンパ ク質 の うち,6

種 類のPRタ ンパ ク質 が密接 に関係 して い るこ とが 明 ら

か にされ つつあ る4)。PRタ ンパ ク質 の ほか に,trypsin/

α一amylaseinhibitor,貯 蔵 タ ンパ ク質,チ オ._ル プ ロ

テ アーゼな どに関連す るア レルゲ ン も知 られ てい る4)。

著者 らは,比 較的研究 の遅 れて いた大 豆お よび小 麦 に

お けるア レルゲ ンについて詳細 な研究 を行 った。本稿 に

おい ては,得 られた研究成果 につ いて述 べ る。

1.大 豆 お よび 小 麦 に お ける ア レル ゲ ン の

検 索 ・同定

1983年,Morozetal.5)はtrypsininhibitorが ア レル

ゲ ン性 を有 す る ことを立証 したが,こ の報告 が大豆 にお

けるアレルゲ ンを明 らか にした最初 の例 であ る。 それ以

後,大 豆 にお けるアレルゲ ンに関す る研究 は進 展 して い

なかった。著者 ら6)は,大 豆 に感 受性 を示 す69名 の ア

レル ギー患者 血清 を用 い るイ ムノブ ロッ ト法 によ り,大

豆 にお け るIgE抗 体 結合 性 タ ンパ ク質 を詳細 に検 討 し

た。 その結 果,16種 類 のIgE抗 体 結合 性 タ ンパ ク質 を

見 いだ した(Tablel)。65%の 患 者 の血 清 と反応 した

30kDaの タ ンパ ク質成 分(GlymBd30K),25%の 患

者 血 清 と反 応 した68kDaタ ン パ ク質 成 分(GlymBd

68K)お よ び28kDaの タ ンパ ク 質 成 分(GlyrnBd28

K)が 主 要 なア レルゲ ンで ある こ とが明 らか に なった。
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しか し,上 述 のtrypsininhibitorの 検 出頻度 は きわめて

低 い もので あった。

GlymBd30Kを 単 離 ・精 製 し,そ のN末 端 ア ミノ

酸配 列分析 に よ り,本 ア レル ゲ ンはすで に,そ れを コー

ドす るcDNAが ク ローニ ング され,ア ミノ酸配 列が 明

らか に され て い る34-kDaoi1-body-associatedprotein

と同 一.タ ンパ ク質 で ある こ とが明 らか にな った7)。 ホモ

ロ ジー検索 の結果,本 ア レルゲ ンはパ パイ ンフ ァミリー

に属す るチオール プロテアーゼ の一種 で あるダニの主要

ア レルゲ ンDerp1と 相 同性 が示 されたが,両 者 のア ミ

ノ酸配列 にお ける同一性 は全体 で35%と そ れ ほ ど高 い

もので はなかった。 また,GlymBd68Kは 単 離 ・精 製

後,そ のN末 端 ア ミノ酸 配 列 分 析 よ りβ一conglycinin

の α一subunitで あ るこ とが示 された8)。

一 方
,著 者 らはGlymBd28Kに つ い て も検 討 を

行 った。単離 ・精製後,そ のN末 端 ア ミノ酸配列 を決定

し,ホ モ ロジー検 索 によ り,本 アレルゲ ンは従来未知 の

アスパ ラギン結合 型糖 タ ンパ ク質 であ るこ とが明 らか に

なった9)。 登熟 中 の大 豆種 子 よ り λZAPIIを 用 い て調 製

したcDNAラ イ ブ ラ リー よ り本 ア レ ル ゲ ンに対 す る

cDNAの ク ローニ ング を行 い,得 られ たcDNAク ロ ー

ン は473個 の ア ミノ酸 残 基 をコー ドす るopenreading

frarneと148bpか らな る31側 非 翻訳領 域 を含 んで いた

が,5!側 非 翻訳 領 域 と開始 コ ドン は含 まれ てい な かっ

た10)。推 定 されたア ミノ酸配 列 の うち,Phe22よ り220

個 の ア ミノ酸残基 か らな る配列 がGlymBd28Kに 対

応 してい る ことが明 らか になった10)。本 ア レルゲ ンのC

末 端 ア ミノ酸残基 を特定 していないので,こ の推定 ア ミ

ノ酸配 列 におけ る本 ア レル ゲンの正 確 な位置 づ けはで き

なかった。 ホモ ロジー検索 に より,推 定 ア ミノ酸配列 は

カボチ ャ種子 にお けるMP27/MP32と ニ ンジ ング ロブ

リン様 タ ンパ ク質 と高 い相 同性 を示 す こ とが明 らか に

なった(Figure1)。 カ ボ チ ャ種 子 のMP27/MP32は

プ レプ ロプロテイ ン として生合成 され,シ グナルペ プチ

ドの除 去 に よ りプ ロプロテ イ ンに転 換 され,最 終 的 に

MP27とMP32に 代 謝 され る こ とが 立証 され てい る11)

が,GlymBd28Kは カ ボチャ種 子 にお け るこれ らのタ

ンパ ク質 と高 い相 同性 を示 す ことか ら,本 ア レルゲ ンも

カボチ ャ種子 タ ンパ ク質 と同様 な機構で代謝 され る こと

が 強 く示 唆 され た(Figure2)。 この代 謝過 程 で,生 成

す る と思 われ るC末 端側 の後 半部 の大 豆種 子 にお け る

存在 とそのア レルゲ ン性 について は現在検討 して いる と

ころで ある。 なお,GlymBd28Kの 前 駆体型(プ レプ

ロプ ロテイ ン)に お いて は,3カ 所 にアスパ ラギ ン結合

型 糖鎖 の部 位 が推 定 され る。 この うち,Asn27残 基 に

糖鎖 が結合 してい るこ とを立証 して い る9)が,残 りの部

位 にお ける糖鎖 の存在 について は未確認 であ る。

小 麦 を摂取 して異常反応 す る疾患 としてセ リア ック病

が知 られ てい るが,こ れはグルテ ンに起 因 し,基 本 的に

は免 疫現象 による ものでない と考 え られてい る。西 ヨー

ロ ッパの製パ ン業者間 で多発 してい る喘 息患者 の原 因物

質 につ いて は活 発 に研究 され,Gomezeta1.12)は 数 種 の

原 因物 質 を単離 し,1,そ の うち12―15kDaの タ ンパ ク質

成分 を α―amylaseinhibitorフ ァ ミリーに属す るア レル

ゲ ンで あ る ことを明 らか に した。 また,渡 辺 ら13)も 小

麦 ア レルゲ ンについ て検討 し,グ ル テ ン成分 が アレルゲ

ン性 を示す ことを報告 してい る。 さ らに,Armentiaet

a1.14)に よ り糖鎖 を有す る4量 体型 α一amylaseinhibitor

CM16は 糖 鎖 を有 さな い もの よ り強 い ア レル ゲ ン性 を

示 す こ とを明 らか に して い る。上 に述 べ た α一amylase

inhibitorの ア レル ゲ ン性 は気 道感 作 に よ る もの と思 わ

れ るが,Jamesetal.1『)お よびAmanoeta1.16)は 経 口摂

取 した α一arnylaseinhibitorも ア レルゲ ン性 を示 す こと

を報告 して い る。 また,田 辺 ら17)は グ ル テ ンの ア レル

ゲ ン性 を詳細 に検討 し,Gln-Gln-Gln-Pro-Proの 配 列が

IgE抗 体 と結合 す るエ ピ トープで ある ことを見 いだ して

い る。 この ように,小 麦 にお けるア レル ゲ ンについ ては

よ く研 究 されてい るが,小 麦 に存在す るア レルゲ ンの種

類 お よび存 在量 につ いて の理 解 は依 然 として不 十分 で

あった。

著 者 らは,小 麦 に感受 性 を示 す,65名 の ア レル ギー

患 者血 清 を集 め,患 者 血清 中 のIgE抗 体 と結 合 す る小

麦 タ ンパ ク質 について精査 した。Table2に 示 してい る

よ うに,15種 類 のIgE抗 体 結 合性 タ ンパ ク質 を見 い だ

した18)。 こ の う ち,17kDaの タ ンパ ク質 成 分(Tria

Bd17K)を 精 製 し,N末 端 ア ミノ酸配列分析 によ り,

Table 1 IgE-binding proteins in soybean.

* 1Frequency expresses a percentage of the number of 

patients' sera specific for an IgE-binding protein to 69 

patients' sera. *2HMW represents the high-molecular-
weight fraction. *3LMW represents the low-molecular-

weight fraction.
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本 ア レ ル ゲ ン成 分 ■は糖 鎖 を結 合 し た α一amylasein-

hibitorCM16とCM17の 混 合 物 で あ る こ とを明 らか

にした18)。 これ らはいずれ もフ コース を有 す るアスパ ラ

ギ ン結合型糖 タンパ ク質で あ り,フ コースの存在 がIgE

抗 体 との結合 性 に大 き く関与 してい る ことが 推定 され

た。 この他,著 者 らは36kDaの タ ンパ ク質成 分 を精 製

して 吟 味 した 結 果,本 ア レル ゲ ン は す で にSanchez-

Monge6渉 〃9)に よ り明 らか にされ てい る種 子型per-

oxidaseで あ る と同定 した。最近,James窃 〃5)は20

k:Daお よ び47kDaの ア レルゲ ンの存在 を,Frankenθ'

α乙20)は17kDaお よび47kDaの ア レル ゲ ンの存 在 を報

告 してい る。 また,Weiss6地 乙21)は二 次元電気泳 動法

Figure 1 Alignment of the deduced amino acid sequence of the allergen (Gly m Bd 
28 K) with those of the pumpkin MP27/MP32 (MP27/MP32) and the carrot globulin-
like protein (GLK). 
Shaded amino acid residues express the amino acid residues identical between two of 
the three proteins or among all of the proteins. The closed arrow shows a putative 
cleavage site by a vacuolar processing enzyme, which was suggested in the case of 

processing of the pumpkin preproprotein to the mature proteins MP27/MP32.11~

Figure 2 Illustration of schematic structure of the precur-
sors of pumpkin MP27/MP32 (A) and Gly m Bd 28 K (B).



194 日本栄養 ・食糧学会誌 第55巻 第3号(2002)

を用 いて,精 力 的に小麦 にお けるアレルゲ ンを精査 して

いる。

2.大 豆 お よ び小 麦 にお ける ア レルゲ ンの

ア レル ゲ ン性

上述 の ように,GlyrnBd30Kは ダ ニ アレルゲ ンDer

P1と 相 同性 を示す。 この こ とは,両 者 に共通 エ ピ トー

プ構造 の存在 を期待 させ る もので あるが,著 者 らの研究

による と,Derp1に 感 受性 を示 す患者の血清 はGlym

Bd30Kと 反 応性 を示 さなかった。 また,最 近,Helm

eta1.22)はGlymBd30Kに 特 異的 なIgE抗 体 が認識 す

るエ ピ トー プはDerp1上 にお ける対応 す る領域 とは相

同性 がない ことを報 告 してい る。 これ らの事 実 は,こ れ

ら二 つのア レル ゲ ンの間 に は共 通エ ピ トープ構造 は存在

しない こ とを意味 して いるのか もしれない。

GlymBd68Kは β―conglycininの α一subunitで あ る

が,そ のa'一subunitと き わ めて 高 い相 同性 を有 す る。

しか し なが ら,α 一subunitに 感 受 性 を示 す 患者 血 清 は

αノーsubunitと 免 疫交差 性 は示 さな い。著者 ら6)はGlym

Bd68Kに お け るエ ピ トープの検索 を行 った結果,エ ピ

トープ は本 ア レルゲ ンにお け るTyr232-Met383の 領 域

に存在 す る ことが明 らか にな った。152個 の ア ミノ酸残

基 か らな る この領域 とそれ に対 応 す る α/一subunitの そ

れ との問 には11カ 所 の ア ミノ酸残 基 の違 い しか存 在 し

ない(Figure3)。 この こ とは,GlymBd68Kに お け

るエ ピ トー プ は少数 のア ミノ酸 の置換 に よ りIgE抗 体

との反応 性 を失 う とい う興 味 深 い事例 を示 す もの で あ

る。

GlymBd28Kの ア レルゲ ン性 につい ては,ク ローニ

ングされた本 アレルゲ ンをコー ドす るcDNAを 用 いて,

glutathioneS一transferaseと の融合 タンパ ク質 として大

腸菌 にて発現 させ,そ の発現 タ ンパ ク質 と患者 血清 との

反応性 を検 討 した10)。Figure4に 示 した よ うに,大 豆 よ

り精製 したGlymBd28Kは 患 者血 清 におけ るIgE抗

体 と強 く反応 したが,大 腸菌 で発現 させ た融合 タ ンパ ク

質 はそれ とはきわめて弱い結合性 しか示 さなか った。大

腸菌 で発 現 させ たタ ンパ ク質 では糖 鎖 の修飾反 応 は起 こ

らないので,こ の両 タ ンパ ク質 の反応性 の違 い は糖鎖 の

存在 に起 因す る こ と,換 言 す る と,糖 鎖 がIgE抗 体 と

の反応性 に関与 す るこ とを示唆 してい る。 そ こで,大 豆

よ り精製 したGlymBd28Kを1ysylendopeptidaseで

処 理 し,糖 ペ プチ ドをHPLCで 単 離 した。得 られ た糖

ペ プ チ ドは患者 血清 にお け るIgE抗 体 と強 く反 応 した

が,91ycopeptidaseAで 糖 鎖 を除去 して得 られた ペ プ

チ ドはIgE抗 体 との結合 性 を失 った(Figure5)23)。 こ

れ らの結果 は患者血 清 にお けるGlymBd28Kに 特 異

的 なIgE抗 体 の大 半が本 ア レルゲ ンの糖 鎖 と反 応 す る

ことを示す ものであ る。最近,ア スパ ラギ ン結合型糖鎖

を有 す るア レルゲ ンにお け る糖鎖 部 に特 異 的 なIgE抗

体 の存在 を示唆 す る研 究が幾 つか報 告 されて い る24)25)。

Salcedoeta1.24)は 小 麦 に お け る 糖 鎖 を 有 す る α―

amylaseinhibitorCM16お よ び 大 麦 に お け る α―

amylaseinhibitorCMbの 糖 鎖部 がIgE抗 体 と反応す る

ことを報告 してい る。著者 ら18)もTriaBd17Kを 精 製

して本 ア レル ゲ ンがIgE抗 体 と結 合 し,こ の反 応 にフ

コースが関与 してい るこ とを観 察 して い る。 これ らの糖

鎖 とIgE抗 体 との反応性 は共通 エ ピ トー プ とい う観 点

か ら特 に興味深 い現象で あ り,ア レル ギー を理解す る上

で も___.つの 重要 な課 題 で は あ るけれ ど も,現 在 の と こ

Table 2 IgE-binding proteins in wheat.

*Frequency expresses a percentage of the number of 

patients' sera specific for an IgE-binding protein to 65 

patients' sera.

Figure 3 Comparison of the epitope-containing 
region of a-subunit of /3-conglycinin with its cone-

sponding region of a'-subunit. 
Bold amino acid residues on the sequence of a'-

subunit of /3-conglycinin express those different from 
the corresponding amino acid residues on the 
sequence of a-subunit. A, a-subunit of /3-conglycinin; 
B, a'-subunit of /3-conglycinin.
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ろ,そ の反応性に関する詳細な仕組みは未解明である。

3.ア レルゲ ンの分析方法の開発

食物アレルギー患者 にとって,自 ら摂取する食物中に

どのようなアレルゲンが どの程度含まれているかを知っ

ておくことは患者が安全な食生活 を営む上で,き わめて

重要 なことである。著者 らは,大 豆アレルゲ ンGlym

Bd30K26)とGlymBd28K27)な らびに小麦アレルゲン

TriaBd17K28)に 対する選択的かつ高感度の定量法を

確立 した。GlyrnBd30Kに ついては,本 アレルゲンに

対する2種 類 のモノクローナル抗体 を作製 し,こ れ らを

用 いるサ ン ドイッチELISAを 開発 した26)。同様 に,

GlymBd28Kに ついても,2種 類のモノクローナル抗

体 を作製 してサ ンドイッチELISAを 確立 した27)。これ

らの方法 を用いて,大 豆利用食品におけるこれ らアレル

ゲ ンの分布 を吟味 した。Table329)に 示 した ように,

GlymBd30Kは 豆腐,湯 葉,き な粉などに高濃度に存

在 していたが,味 噌,醤 油および納豆などの発酵大豆食

品にはまった く検出できなかった。また,ミ ー トボール

な どの加工食品 にもその存在 が示 された。この事実は

GlymBd30Kに 対する分析法 は食品添加物 として利用

される大豆 タンパク質の検出に有力な手段 となることを

示す ものである。 また,GlymBd30Kと 比べるときわ

めて低濃度 しか存在 しなかったが,GlymBd28Kは,

豆腐,湯 葉 などには存在した27)。しか し,本 アレルゲン

は発酵大豆食品および加工食品にはまった く検出するこ

とはできなかった。TriaBd17Kに ついては,フ コー

スを含む糖鎖を検出するレクチンと本アレルゲンのポリ

ペプチ ド部分を認識するモノクローナル抗体 を用いて,

最近定量方法を確立 した28)。

4.大 豆の低 ア レルゲ ン化に関する研究

上述 したように,発 酵大豆食品 にはGlymBd30K

とGlyrnBd28Kを まった く検 出す る ことがで きな

かった。著者 らは,味 噌製造過程 における大豆主要アレ

Figure 4 Immunoblotting patterns of the fusion 

protein of the protein fragment corresponding to the 
allergen with glutathione S-transferase. 
E, coli JM109 harboring the expression vector for 
the peptide fragment including the allergen was 
cultured for 7 h in the presence of 1 mM IPTG. The 

purified fusion protein and the allergen purified from 
soybean were electrophoresed on a 12% polya-
crylamide gel and the proteins on a part of the gel 
were stained with Coomassie brilliant blue R250 

(A) . The proteins on the other part were electroblot-
ted onto a nitrocellulose membrane. The membrane 
was stained with a serum of soybean-sensitive 

patient (B) . The upper and lower arrows express 
the positions of the fusion protein and the purified 
allergen, respectively. Lane 1, the allergen purified 
from soybean; lane 2, the purified fusion protein.

Figure 5 Immunoblotting of Gly m Bd 28 K, the 

glycopeptide and its deglycosylated peptide with the 
sera of soybean-sensitive patients. 

Gly m Bd 28 K, the glycopeptide and the de-

glycosylated peptide blotted onto nitrocellulose 
membranes were treated with patients' sera. Lanes 

1-3, immunoblots with patients' sera; lane 4, 

immunoblot with anti-HRP as a control.

Table 3 Contents of Gly m Bd 30 K in soybean 

products.

*Not detected .
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ルゲ ンGlymBd30Kの 消 長 を検 討 した3。)。Figure6

に示 した ように,仕 込 み直後 には本 ア レルゲ ンの存在 は

示 されたが,1ヵ 月後 にはすで にタ ンパ ク質 は速 やか に

分解 され,本 ア レル ゲ ンに対 す るモノクv`ナ ル抗体 お

よび患者 血 清 を用 い るイ ム ノブ ロ ッ トとサ ン ドイ ッチ

ELISAで 分 析 した結 果,本 ア レ ル ゲ ンを検 出 で きな

かった。本 図は米味 噌の場合 を示 してい るが,麦 味 噌お

よび豆味噌 において も同様 な結果 を示 した30)。 ま た,蒸

煮 した納豆 に納豆 菌(Bacillusnatta)を 接 種 してGly

mBd30Kと 患 者血清 にお け るIgE抗 体 との反 応性 に

ついて も詳細 に検 討 を行 い,本 ア レルゲ ンは速 やか に分

解 され,24時 間 後 には まった く検 出 され ない ことが明

らか になった31)。 さ らに,患 者 を用 いる負荷 試験 な どを

行 い詳細 に検討 す るこ とが必要 で あるが,こ れ らの成果

は発 酵大豆食 品が低 アレル ゲ ン化 された食 品であ るこ と

を強 く示唆 す るもので ある。

最 近,高 橋 ら は β℃onglycininのa-subunit(Glym

Bd68K)を 欠 失 した東北124と よばれ る品種 の開発 に

成功 して い る。佐本 ら32)は,本 品種 はGlymBd28K

も含 まない こ とを明 らかに し,本 品種 には主要ア レル ゲ

ン としてGlymBd30Kの みが存在 す る ことを示 した。

さ らに,佐 本 ら32)は,本 品種 の種 子 よ りタ ンパ ク質 を

抽出 し,抽 出液 を1MNa,SO、(pH4.5)の 条 件下 で処

理 し,GlymBd30Kの 大 半 を遠心分離 によ り除去 しう

る方法 を開発 した。本法 によ り得 られた タンパ ク質画 分

に はGlymBd68Kお よ びGlymBd28Kは まった く

含 まれず,99.8%以 上 のGlymBd30Kが 除 去 され,本

画分 は大豆特有 の加工特 性 を有 してい る ことが明 らか に

された。

以 上 の ように,著 者 らは大豆 お よび小麦 にお けるア レ

ルゲ ンについて詳細 な検 討 を行 い,こ れ ら作物 にお ける

ア レルゲンの全体像 を明 らかにした。また,ア レルゲン

の分析方法を確立 して大豆の低アレルゲン化 について幾

つかの手法を開発 した。 これ らの成果は今後の大豆およ

び小麦 におけるアレルゲンの研究に大き く貢献すること

が期待 される。

本稿 を終えるにあたり,食 物アレルギー研究の方向づ

けおよび研究の ご指導 を賜 りました徳島大学名誉教授

佐々岡啓先生および京都大学大学院教授小川 正先生 に

深 く感謝いたします。 また,本 研究は徳島大学医学部栄

養学科食品学講座および岡山県立大学保健福祉学部栄養

学科において,岡 山県立大学保健福祉学部栄養学科木本

眞順美教授,山 下広美講師,比 江森美樹先生 ならびに徳

島大学医学部栄養学科食品学講座山西倫太郎助教授 と板

東紀子先生 との共同研究によって行われたものであ り,

これ らの諸先生 に深甚の謝意 を表 します。さらに,著 者

の研究生活 において終始 ご支援を賜 りました京都大学名

誉教授満田久輝先生,京 都大学名誉教授安本教傳先生 な

らびに京都府立大学教授岩見公和先生に厚 くお礼 を申し

上げます。
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Summary : Using serum samples from soybean-sensitive patients, 16 allergens were found in soybeans. Among 

them, Gly m Bd 30 K, Gly m Bd 68 K and Gly m Bd 28 K were shown to be major allergens. Gly m Bd 30 K 

was identified as a 34-kDa oil-body-associated protein, and Gly m Bd 68 K as the a-subunit of ƒÀ-conglycinin. 

Gly m Bd 28 K was shown to be an unknown Asn-linked glycoprotein and exhibited high homology with 

pumpkin MP27/MP32 and carrot globulin-like protein. Selective and highly sensitive methods for determina-

tion of Gly m Bd 30 K and Gly m Bd 28 K have been developed, and traditional fermented soybean foods were 

revealed to be hypoallergenized. Also, a simple method for the removal of major allergens has been established 

with a new solvent system. In wheat, 15 allergens have been detected using sera from wheat-sensitive patients. 

Among them, 27-, 31- and 37-kDa allergens were shown to be major allergens in wheat and a 17-kDa allergen 

(Tri a Bd 17 K) was identified as a-amylase inhibitor CM16 and CM17 with an Asn-linked sugar moiety. In 

the course of the allergenicities of Gly m Bd 28 K and Tri a Bd 17 K, their sugar moieties were shown to be 

involved in the binding of IgE antibodies specific for the allergens in the sera of patients. This finding confirms 

the idea that the sugar moieties may be a common epitope structure.

Key words : soybean allergen, wheat allergen, sandwich ELISA, Asn-linked sugar chain, hypoallergenization.
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